
・「ネイチャークラブ東海」、「株式会社 流行発信」から、活動の紹介がありました。 

平成 29年 10月 3日（火）に「公園マネジメント会議 平成 29年度第

1回コア会議」が、地球市民交流センターにて開催され、1１名のコア会員

の出席がありました。 

「公園マネジメント会議の活力向上について」と題し、今後の公園マネ

ジメント会議の在り方や、これまで開催してきた秋春まつりなどのイベン

ト運営の方針などについて話合われました。
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（討議）モリコロパーク秋春まつりについて考えよう！ 

 ・今後の秋春まつりのための予算が縮小されることの報告と、秋春祭りの開催案が事務局より提案されました。

 予算が縮小されるという前提で、主に以下の2点が議論されました。 

・公園マネジメント会議として、秋春まつりをどのように続けていくのか 

・今後のイベント等の運営体制の在り方について 

ネイチャークラブ東海 

25年の歴史をもつ団体であり、 

年間の活動回数は100回を超える。 

自然観察や調査、小学校の環境学習 

など、様々な活動を行っている。 

出版社でありつつ、モリコロパ

ークで 7 年前から「エコフェス

タ」を開催し、その他にもイベン

トを実施している。 

「株式会社 流行発信」

秋春まつりは、万博の開幕と閉幕の時期に開催することで、万博の記憶や思い出を継承するために始まった経

緯がある。それぞれの時期に、2つの祭りがあることが、万博の理念や記憶を継承することにつながる。 

公園マネジメント会議が“自立したマネジメント”をするためには？  

春まつりと秋まつりの“２つのイベントを開催する”必要が本当にあるのか？

公園マネジメント会議として自主的に予算を獲得し、管理することが望ましい。そのためには、お金の管理を

する受け皿が必要になる。任意団体やNPOなど、何らかの形で組織化した受け皿を準備し、補助金や企業か

らの支援などによる資金調達とその管理などが自主的にできるとよい。 

（報告）春休みフェスティバルについて 

 ・今年度開催予定の「第2回春休みフェスティバル（案）」が事務局より提示されました。 

（報告）共有の場の活動場所について 

 ・「プール前大屋根広場の活用のまとめ」として、事務局より報告がありました。 

第 2回 春休みフェスティバル（案） 

＜主催＞ 

愛・地球博記念公園 公園マネジメント会議 

＜期間＞ 

2018 年 3月 17 日（土）～2018年 4月 8日（日） 

＜場所＞ 

「地球市民交流センター」及び「交流広場」他、園内各所

右上表の黄色着色部の期間に開催するプログラムを公園マネジメント会議会員の皆様とともに考えていきたい。 

プール・スケート利用者に対するイベント参加者の割合は、H28 の 6.2%から、H29 の 10.3%へ増

加し、今年度はより多くの来園者に楽しんでいただけた。 

 また、Ｈ28第 1回総会時に議論された内容についても、以下の通り検証を行った。（一部抜粋） 

年度 開催期間

プール・ 

スケート 

利用者数 

イベント

利用者数 

1 日平均

利用者数
実施団体 

H28 4日間 5,892 人 368 人 92 人 
いだか竹とんぼの会/作楽っ子/なごや竹和会/ 

ネイチャークラブ東海 

H29 9日間 17,432 人 1,800 人 200 人
いだか竹とんぼの会/GORIN ENTERTAINMENT/

作楽っ子/スポーツサポート協会 

■プール前大屋根広場の利用者数について

会員の提案、懸念事項など 実際に活動した感想 

鳥のフンが心配 夏休み期間は問題ない 

電源が欲しい イベント用電源が使用可能 

テントを設置したい 貸し出しは管理事務所と協議し、設置と撤去は会員自身が行うとで設置可能 

プールのイベントとコラボしたい お試し企画としては行っていないが、企画を検討する価値はある 

計画やルール、予約票が必要 当面は、その都度、都市整備協会へ利用可能か伺うことで利用できる 

「万博の理念継承」と「来園者の満足度向上」という

大きな２つの目的を、本当に達成できているのか

10 年の節目に市民の目線で考え直していくことが重要となる。

10 年が経過する公園マネジメント会議は新しい形を問われている。 

前向きに、公園全体をマネジメントしながら、 

来園者が本当に楽しい公園を目指していきたい。 

●開催時期を継承し、秋と春にイベントを開催する。ただし、春は形態を変えることとする。 

秋まつりはこれまで通り２日間程度開催するが、春まつりは中止し、代わりに春休みフェスティバルとし

て 2週間の期間を設けて公園全体を舞台にが様々なイベントを開催することとする。 

●資金を管理できる受け皿を検討する 

イベントに関する資金調達や会計管理の方法は、「愛・地球博記念イベント企画・運営分科会」などの

分科会の中で具体的な検討を進める。 

両副会長より（開会・閉会挨拶を一部抜粋） 


